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ニューバースパイル工法は先端に半円形の拡底羽根２枚と長方形の掘削補助部材を、先端に隙間を空け取り付けた鋼管を回転貫入し、
これを杭として利用する技術である。
本工法の特徴は、無排土の状態で回転貫入し、施工機械も小規模であり、また低騒音・低振動での施工が可能であり、
セメントミルクを使用しないことから排土処理が一切不要であり、土壌汚染の心配が無く、環境に与える負荷の小さい工法である。
なおニューバースパイル工法は国土交通大臣認定工法のニューバースパイル工法と建築技術性能証明取得のニューバースパイルⅡ工法
があります。

国土交通大臣認定工法 建築技術証明 取得工法

ニューバースパイル工法 ニューバースパイル工法 ニューバースパイルⅡ工法

工 法 概 要



ニューバースパイル工法とニューバースパイルⅡ工法の比較

各 工 法 の 比 較

比較内容
ニューバースパイル工法 ニューバースパイルⅡ工法

国土交通大臣 認定工法 建築技術性能証明

対象地盤の地盤調査方法 標準貫入試験 スウェーデン式サウンディング試験

適用する地盤の種類
基礎杭の先端地盤；砂質地盤及び粘土質地盤

基礎杭の周囲の地盤：砂質地盤および粘土質地盤
基礎杭の先端地盤：砂質地盤および粘土質地盤
基礎杭の周囲の地盤：砂質地盤および粘土質地盤

最大施工深さ

（※ニューバースパイル工法で
最も多く設計に使用される

くい径は89.1㎜となり、全体90％
以上が89.1㎜で設計されています。

次いで多く使用されるのが
139.8㎜になります。）

杭の最大施工深さは、杭施工地盤面から
130Ｄ以下（Ｄ:軸部の杭径）かつ最大施工深さ

24.7ｍ以下とします。

杭の最大施工深さは下記の表に示す値以下とします。

適用する建物の規模
床面積の合計が500,000㎡以下かつ

建築物高さ20ｍ以下の建築物に適用します。

①～④の条件を全て満足する建築物及び
高さ4.0ｍ以下の擁壁
①地上3階以下
②高さ13ｍ以下
③軒高さ13ｍ以下

④延床面積1,500㎡以下、ただし平屋（地上一階建て）
に限り延床面積を3,000㎡とする。

軸部のくい径Ｄ 最大施工深さ

（㎜） 130Ｄ（m)

76.3 9.9

89.1 11.5

101.6 13.2

114.3 14.8

139.8 18.1

165.2 21.4

190.7 24.7

軸部のくい径Ｄ

（㎜） 砂質土 粘性土

76.3 9.9 9.8

89.1 11.5 11.5

101.6 13 11.5

114.3 13 11.5

139.8 13 11.5

165.2 13 11.5

190.7 13 11.5

最大施工深さ



本工法に用いる基礎杭は、鋼管（Φ76.3、Φ89.1、Φ101.6、Φ139.8、Φ165.2、Φ190.7）の先端に半円形の
拡底羽根2枚と、長方形の掘削補助部材を、鋼管の先端に隙間を空け、取り付けたものであり、2枚の拡底羽根は、
それぞれ水平軸に対して15°の勾配を持ち、掘削補助部材は、それぞれの拡底羽根の隙間に鉛直に挟み込んだもので
ある。

基 礎 杭 の 形 状 ・ 寸 法

標 準 寸 法

軸部の杭径（D） 拡底羽根（DW) 軸部鋼管厚（T） 拡底羽根厚（ｔ）

（㎜） （㎜） （㎜） （㎜）

76.3 200 5.2 12.0 

89.1 250 6.0 16.0 

101.6 250 6.0 16.0 

101.6 300 6.5 19.0 

114.3 300 6.0 16.0 

139.8 400 7.1 25.0 

165.2 460 7.1 25.0 

190.7 460 7.1 25.0 



施 工 の 主 な 流 れ

敷地の事前調査

管理値の設定

敷地の事前調査

施工機械の選定

施工計画書の作成

試験くいの施工

本くいの施工

施工確認

施工終了

・設計条件の確認
・機械搬入状況、支障物件、作業スペース等の確認

①施工機械の性能
②近隣への配慮

①工事概要
②施工管理基準
③くい配置図

・試験くいは地盤調査ポイントに最も近接した場所で施工する。
①施工法、施工機械、施工手順などが所定の品質を確保できるか。
②設計上の予定深度に到着した際の駆動装置の施工速度、
トルク値の変化を確認する。

・試験くい施工記録と調査データ、設計計画図より、打ち止め管理を設定する。

・くい頭処理の高さ精度の確認（0～-20ｍｍ以内）



本工法の施工を安全かつ確実に行うために、施工に先立ち最低1本以上の試験杭を施工し、土質柱状図との
比較を行って施工性の確認を行ってください
試験杭は、現場において最初に施工する杭とし、原則として、地盤調査位置近傍とする。試験杭で確認する事項は
以下の項目です。
①回転貫入状況
設計深度近傍まで１ｍ以内ごとに貫入速度および回転トルク値または圧入力値を計測し、地盤調査結果と対比する。
②設計深度近傍において、0.10ｍ以内ごとに貫入速度及び回転トルク値または圧入力値を計測し、地盤調査結果
と対比する。
③設計深度における貫入量
設計深度に置いて、貫入速度および回転トルク値または圧入力値を計測し、その値を管理値とする。
④その他
設計深度に到達する前に回転貫入が不能となった場合は、工事管理者と協議を行う。

試 験 杭

施 工 工 程
①くいを吊りこみ、くい芯に合わせてくいをセットする。
②くい先端部を振れ止め装置に固定し、くい芯位置の修正を行う。
（建柱車の場合、くいが地表面から１ｍ程度貫入するまで、施工
速度を
落とし、入念に水平器、スケールを当て、鉛直性、くい芯位置を確
認する。）
③くいの鉛直性とくい芯位置に注意しながらくいを回転させ、地中
へ貫入させる。
④適切な位置で貫入を止め、上くいもしくは中くいを溶接で接続す
る。
設計深度付近において、試験くい施工で設定した管理値（回転ト
ルク値、貫入量を）確認し、
貫入を完了する。
必要に応じて、切断装置を用いて所定の位置で杭頭を切断する。



杭 の 地 盤 で 決 ま る 長 期 許 容 鉛 直 支 持 力
ニューバースパイル工法



杭 の 地 盤 で 決 ま る 長 期 許 容 鉛 直 支 持 力

ニューバースパイルⅡ工法


